










Future Education Choices for High School Students in Shandong Province, China
Qingyi Zhang
Abstract: This study analyzes the future educational choices of high school students in 
Shandong Province, China, and explores the selection standards. In May 2018, a questionnaire 
survey was conducted in about 1000 first- and second-grade students enrolled at five Shandong 
Province high schools. The results show that the higher the status of the high school, the 
earlier it is for students to choose their future education. Thus, the proportion of students who 
select “general entrance examination” is inferred to be large. However, diverse future education 
routes were chosen in rural high schools where the enrollment rate is relatively low. In 
addition, students at high schools with higher enrollment rates are sufficiently confident in their 
learning abilities; therefore, the higher peer effect from their classmates influences their choice 
of attending the same desired university level as their peers. Majors in human sciences, such as 
social science studies and science, were popular among high school students with high college 
enrollment rates, while practical majors, such as agriculture or nursing were important choices 
for high school students with relatively low college enrollment rates and rural high school 
students. Finally, the higher the school level, the more importance students attach to their 
interests when choosing a university or major. However, high school students in families who 
did not have the opportunity to go on to higher education gave more importance to external 
standards, such as tuition and distance.


















































































































 計 校E 校D 校C 校B 校A  
回答者数（人） 170 145 183 191 200 889 
有効回答者数（人） 163 141 178 190 191 863 
回収率（有効回答者数/回答者数） 95.90% 97.20% 97.30% 99.50% 95.50% 97.10% 
所在地 
省 主 要 都
市の市内 









一年生（％） 31.9 29.8 48.3 49.5 50.8 371(43%) 
二年生（％） 68.1 70.2 51.7 50.5 48.7 491(57%) 
性別 
男（％） 44.2 46.8 36.5 24.7 58.6 362(41.9%)
女（％） 55.8 53.2 63.5 75.3 41.4 501(58.1%)
コー
ス 
文系（％） 28.2 36.2 27.5 26.8 28.8 252(29.2%)
理系（％） 39.9 34.8 25.3 24.7 25.7 255(29.5%)
未分（％） 31.9 29.1 47.2 48.4 45.5 356(41.3%)







































































 計 校E 校D 校C 校B 校A  
家庭所在地(%) 
都市 66.9 43.3 2.8 0.5 0.5 20.7(177 人) 
県 17.2 13.5 34.8 34.2 14.7 23.6(202 人) *** 
農村部 14.1 41.8 62.4 64.2 84.8 55.7(477 人）   
  
*** 
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
一人っ子(%) 
はい 62 40.4 34.8 28.9 32.5 39.1(337 人) 
いいえ 38 58.9 65.2 71.1 67.5 60.9(525 人）   




はい 92 88.7 87.1 81.1 73.3 84.0(724 人) 
いいえ 7.4 11.3 12.9 18.9 26.7 16.0(138 人）   
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
表２　調査対象校の階層分布





中卒とその以下 18.4 37.6 65.7 63.7 80.6 55.0（475 人）
高級中学卒業 13.5 33.3 18.0 20.0 14.1 19.2(166 人）
中、大専門学校卒業 26.4 14.2 9.6 12.6 3.1 12.7(110 人）
大学卒業 34.4 8.5 5.6 3.2 1.6 10.1(87 人）
大学院卒業 7.4 6.4 1.1 0.5 0.5 2.7(23 人） 





中卒とその以下 25.8 45.4 69.7 73.7 88.5 62.5(539 人)
高級中学卒業 12.3 28.4 15.7 12.6 7.9 14.7(127 人）
中、大専門学校卒業 26.4 14.2 10.1 10.0 2.1 12.1(104 人）
大学卒業 28.8 4.3 4.5 2.6 1.0 7.9(68 人） 
大学院卒業 6.7 7.7 0.0 1.1 0.5 2.4(21 人） 





政府機関あるいは事業単位 27.6 11.3 6.7 6.8 0.0 10.0(86 人) 
大中型企業の中高級管理者と私
営企業主 
13.5 7.1 2.2 2.1 2.1 5.1(44 人） 
専門技術要員(教師、医者、科学
技術など) 
17.8 11.3 7.3 2.6 2.6 7.9(68 人） 
行政事務要員 3.1 0.7 1.7 1.1 0.5 1.4(12 人） 
個人経営商工業者とサービス業 25.8 41.1 28.1 24.2 17.8 26.7(230 人）
工場の労働者 7.4 20.6 32.6 41.1 52.4 32.2(277 人）
農民 1.2 5.0 15.7 18.4 23.0 13.5(116 人）
無職 2.5 2.1 1.7 1.1 1.0 1.6(14 人） 
その他 0.6 0.7 3.4 2.6 0.5 1.6(14 人） 





政府機関あるいは事業単位 22.7 3.5 3.4 4.2 0.5 6.6(57 人) 
大中型企業の中高級管理者と私
営企業主 
9.2 5.7 3.9 1.6 2.1 4.3(37 人） 
専門技術要員(教師、医者、科学
技術など) 
19.6 8.5 5.6 5.8 2.1 8.0(69 人） 
行政事務要員 1.8 2.8 0.6 0.5 0.5 1.2(10 人） 
個人経営商工業者とサービス業 30.7 42.6 28.1 24.7 14.7 27.3(235 人）
工場の労働者 4.3 14.9 27 32.6 39.3 24.7(213 人）   
農民 1.8 5.7 20.8 22.6 34.6 18.2(157 人）   
無職 8.6 14.2 8.4 5.3 5.8 8.1(70 人）   
その他 0.6 2.1 1.7 2.6 0.5 1.5(13 人） 
   0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 計





















一般入試 87.70 78 88.80 81.60 43.50 75.6(649 人） 
芸術、スポーツ入試 1.20 9.20 2.80 4.70 35.60 11.3(97 人） 
就職 3.10 1.40 2.20 2.60 2.60 2.4(21 人) *** 
留学 3.70 3.50 0.60 3.20 1.60 2.4(21 人） 
まだ決めていない 4.30 5.0 5.60 6.30 10.50 6.5(56 人） 
その他 0.0 0.70 0.0 1.10 1.60 0.7(6 人） 
春季入試 0.0 0.0 0.0 0.0 3.70 0.8(7 人） 
軍隊に入る 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.2(2 人） 
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
 計 校E 校D 校C 校B 校A
大 学 の レ
ベ ル に 対
す る 期 待
(%) 
211/985 大学 89.6 49.6 56.2 37.9 28.8 51.8(443 人) 
元一期募集大学 7.4 27 35.4 38.9 35.1 29.7(254 人） 
元二期募集大学 0.0 12.8 7.3 19.5 25.1 13.6(116 人） 
元三期募集大学 0.0 2.1 0.0 1.1 7.9 2.3(20 人） 
高等職業学校 0.0 2.1 0.0 0.0 1.6 0.7(6 人) *** 
 ）人41(6.1 0.0 1.2 6.0 8.2 1.3 学留
進学しない 0.0 0.0 0.0 0.5 1.0 0.4(3 人） 
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
大 学 の 所
在 地 に 対
す る 期 待
(%) 
北京・上海のような大都市 53.4 36.9 38.8 33.2 27.2 37.6(323 人) 
各省の主要都市 23.3 24.1 38.8 34.7 29.8 30.7(264 人） 
山東省内の主要都市 16.6 30.5 18.5 25.8 35.6 25.6(220 人） 
実家に近い小都市 0.0 2.1 1.1 1.6 4.2 1.9(16 人) *** 
 ）人63(2.4 1.2 2.4 2.2 4.6 %7.6 外国




























表６から，大学進学率が比較的に高い A 校と C 校に
おいて，人間科学分野の「社会科学系」（30.7% /18.0%）


















表６　大学の専攻分野に関する選択（興味のある学生の割合 / 実際に選ぶ学生の割合）（％） 
表７　ロジスティック回帰分析に使用する変数
A 校 B 校 C 校 D 校 E 校 
興味 実際 興味 実際 興味 実際 興味 実際 興味 実際 
人文科学系（哲学、文学、歴史学など） 10.4 9.8 10.6 12.1 14.0 12.9 8.9 10.5 5.8 5.8 
 1.2 1.3 4.70.01 9.7 0.9 3.4 5.3 7.3 3.4 系学語言
社会科学系（経済学、経営学、法学、管
理学など） 
25.8 30.7 12.8 16.3 18.0 18.0 18.4 22.6 8.4 10.5 
教育学系 1.2 2.5 1.4 2.1 2.2 0.6 3.2 3.7 0.5 3.1 
心理学系 5.5 3.1 17.0 4.3 10.1 5.1 10.5 4.7 9.9 8.9 
理学系（物理、化学、情報科学、生物、
天文など） 
20.9 19.6 11.3 12.1 19.1 19.1 7.9 7.9 12.0 8.4 
工学系（機械、建築など） 6.7 8.6 3.5 4.3 4.5 4.5 2.6 2.1 5.8 0.5 
農学系 1.8 1.8 1.4 0.7 0.6 0.6 0.5 12.6 0.5 17.8 
医・看護・保健学系 7.4 7.4 12.1 15.6 10.1 11.8 11.1 7.4 13.6 27.2 
7.6  系育体と系術芸  3.7 10.6 9.9 5.1 3.9 8.4 5.3 25.1 5.2 
1.6 攻専察警・生防国  4.3 7.1 7.1 3.9 4.5 7.9 14.7 7.9 8.4 
0.5 1.3 8.1 生学範師  8.5 3.4 11.2 8.9 0.5 6.3 2.1 
1.1 0 0 8.2 5.3 8.1 2.1 他のそ  0 1.0 0 
注：各セルの数値は、各校でそれぞれの専攻分野に興味を持つ者、および実際にその専攻を選ぶ者の割合を示している。例え






具体的に、重点校なら 1、普通校なら 0。また、大学進学率が圧倒的に高い A 校を重点校として分析している。 
独立変数 
A.出身階層： 
a.親の最終学歴のダミー変数：大卒とその以上は 1、高卒とその以下は 0。 
b.管理・文化職のダミー変数：管理・文化職なら 1、逆の場合は 0。 
（管理・文化職の範囲：政府機関あるいは事業単位、大中型企業の中高級管理者と私営企業主、専門技術要員） 
c.工・農業労働者のダミー変数：工・農業労働者なら 1、逆の場合は 0。 
（工・農業労働者の範囲：工場の労働者、農民、無職） 
d.実家の所在地のダミー変数：都市部出身なら 1、農村部出身は 0。 
B. 進路選択： 
一般入試を選ぶ場合は 1、就職、留学、芸術入試、スポーツ入試、未決定なら 0。 
C.自己効力感： 
「能力に対する効力感」に関する 2 つの変数：「自分は勉強でいい成績を取れると信じている」、「自分の学習能力を疑うことが
少ない」。「進学結果に対する自信」に関する 4 つの変数：「本科以上の大学に合格する自信がある」、「211、985 大学に合格す
る自信がある」、「大学の目標を下げようと思うことがよくある」、「大学入試は自分にとって大きな負担である」それぞれにつ
いて 1 点（全く当てはまらない）から 4 点（とても当てはまる）の得点を配分している。 
D.学歴意識： 
学歴意識に関する 3 つの変数「入試は人生を変える大切なきっかけだと思う」、「大学のレベルによって人生は決まると思う」、
「大都市志向」（大都市の大学に行きたいかどうか）それぞれについて 1 点（全く当てはまらない）から 4 点（とても当てはま
る）の得点を配分している。 
E.大学や専攻の選択基準 



































































































ていることが見られる。県や鎮にある C 校，D 校と













































































































































Samuel R. Lucas, 2001, Effectively Maintained 
Inequality: Education Transitions, Track Mobility, 
and Social Background Effects, The American 
Journal of Sociology, Vol.106, No. 6, pp.1642-1690.
小野寺香 ,「中国の大学入試における格差是正措置」,
小川佳万編『アジアの大学入試における格差是正





金子書房 , 2013, 39-40頁。
苅谷剛彦 ,『階層化日本と教育危機－不平等再生産か
ら意欲格差社会へ』有信堂 , 2001, 143-164頁。
竇心浩 ,「1990年代における中国高等教育機会の地域
間格差－省別学生募集制度に着目して」,『教育社
会学研究』第80集 , 2007, 311-330頁。
中澤 涉 ,「日本の教育選択における EMI 仮説の検証」,
『2015年 SSM 調査報告』, 2018, 113-134頁。
藤原翔 , 石田浩 , 「大学選択の社会経済的格差とその変
容」,『日本教育社会学研究』, 2012。
藤原翔 ,「進学率の上昇は進路希望の社会経済的格差
を縮小させたのか－2002年と2012年の比較分析」, 
─ 90 ─
張　　慶怡
『格差社会の中の高校生』, 2015, 21頁。
山口源，堀井俊章 ,「高校生の「とりあえず進学」と
進路選択自己効力との関連に関する分析」,『教育
デザイン研究』（第8号）, 2017。
鲍威，「大学的门槛：升学选择背后的约束因素与分析」，
『教育发展研究』, 2010。
徐国兴，「高中生的大学升学抱负和升学选择」，『高等
教育研究』（第26卷，第10期）, 2005。
張宜君，林宗弘，「高等教育擴張與階級不平等：以台
灣高等教育改革為例」, 台灣社會學會2013年度研討
會 , 2013。
赵晓雨 ,「社会分层对高等教育入学机会的影响－基于
武汉市4所高校的实证研究」，华中科技大学硕士论文 , 
2013。
朱志颖 ,「社会分层对高等教育入学机会的影响－基于
昆明市四所高校的实证研究」，云南大学硕士学位论
文 , 2016。
